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2007年度から 2011年度までの5年間、本校が受託した「スーパーサイエンスハイスクーノレ事業jの研究内容

の大きな柱の 1っとして、「サイエンスコミュニケーション能力を育成する少人数学習の研究と実践jがあった。

生徒のサイエンスコミュニケーション能力を育成するために、クラブ活動の生徒が指導者となって小学生向け

に「出前授業jを実施し、生徒向士の「教えあい・学びあしリを深める活動が行われた。それが「自黒区立駒場小学

校サマースクーノレjであり、 2012年度も引き続き実施している。この試みは広い意味で、の社会貢献活動の一環

とも見なされ、さらに年度末の3月に開催される筑波大学社会貢献フ。ロジェクトである「筑!約アカデメイアjに

もクラブ生徒が参加している。生徒が実際に「出前授業jをしてみて、伝えたい内容の整理やコミュニケーショ

ンの取り方についての反省点はあるものの、小学生に楽しんでもらえ、概ね好評価で、あった。クラブの中での

役割を上手に分担し、下級生への引き継ぎを円滑に行うことが、「教え合い・学び合しリによる生徒自身の自己

成長につながるのではなし1かと考えている。

キーワード:クラブ活動・社会貢献事業・サマースクール

1.はじめに

生徒のサイエンスコミュニケーション能力を育成す

るためには、受け身になりがちで、あったE頃の授業から

高針もて、生徒同士の「教えあい・学びあしリを主体にした

授業ないし活動を実施してはどうか。この仮説をもとに

して、 2007年度から 2011年度まで実施された本校のス

ーノミーサイエンスハイスクーノレ事業の中で、クラブ活動

の生徒が指導者となって、小学校向けに授業を実施する

試みを計画・実施した。それが暗黒区立駒場小学校サ

マースクーノレjであり、 2012年度も引き続き実施してい

る。

加えて、 2007年度から採択された筑波大学社会貢献プ

ロジェクトで、世田谷区教育委員会との共催・自黒区教

育委員会の後援としづ形で、 r~縞句アカデメイアj が開催

されている。これは、筑波大学・オ城教員および生徒・

筑駒人材バンク(本校 OBで構成される若葉会により設

置・運営されている)により、「学ぶ喜びの体験jを目指

して開設されたもので、公開講演会と公開講座を行って

いる。公開講座は春休みの最初の土曜日に開催され、そ

の中に本校クラブ生徒が主体となるものと、助手や介助

の儲IJを担うものがある。

もう 1つ、 2009年度から始まった筑波大学と茨城県久

慈郡大子町との連携・協力フ。ロジェクトの一環として、

オ殺の文化祭直後の 11月上旬に、料交高校化学部の生

徒と筑波大学大学院教育学研究科院生による理科実験

教室を、大子町立小学校4校で実施している。知包する

内容は、「目黒区立駒場小学校サマースクーノレjのものと

同じである。

本稿では、前2者についてその概要に触れ、生徒のク

ラブ活動における教え合い・学び合いによる自己成長に

ついて考えてみたい。

2. 目黒区立駒場小学校サマースクール

近隣の自黒区立駒場小学校で、は、夏休み期間である 7

月末または8月末の午後に、体験的な活動を楽しむfサ

マースクーノレjを実施している 材交からは、 2007年度

Self development of student in school club activity， occurred in the relationship between teacher and 
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より生徒が講師を務める、いわゆる「出前授業jの形で参

加している。 2009年度と 2010年度に実施したf出前授

業jのうち、クラブが主体となった4講座を紹介する。

(1)中・高駒場棋院 「レツツプレイ留碁j

中学1年生から高校2年生までの駒場棋続(臨碁クラ

ブ)の生徒による、ノト朝交1年生から6年生まで 20'"'-'25

名を対象にした、閤碁の初心者指導を2時間ほどの時間

をかけて行うものである。

以下は実際の活動記録の1例である。

実施日:2010年7月21日 13:05'"'-'14:53 

場所:駒場小朝交・ランチルーム

参加者:駒場小物交の小学生 21名と保護者2名・駒

場小の先生1名。

本校からは、中高駒場棋読の生徒 11名(高校

生6名・中学生5名)、顧問2名、高iJ校長。

参加者に対して、最初に本校駒場棋院顧問からの挨拶く

があり、続いてオ寸交生徒の代表として高校2年生の部長

が簡単な挨拶をした。

まず、参加した小学生(今回の対象は3年'"'-'6年)に、

これまで、どの手白支臨碁をやったことがあるか、それぞれ

の経験を開いてから、経験者と未経験者の2つにクラス

分けをした。対戦中に料交生徒が声かけしやすいように、

小学生の絢に名前を書いたガムテーフ。を貼ってもらって

いた。

部長から図碁のルーノレについてほんの少し説明があ

った後、小学生らはし1くつかのテープVレに部り振られた。

基本的に、本校生徒1人にたいして小学生1人または2

人の体制で対局指導が行われた。できるだけ多くの関わ

りを持たせるため、途中で、入れ替わって、男Ijの小学生と

も対局した。

本校生徒は、実際に対局しながら小学生にノレーノレを説

明していた。初心者には、打つ手筋や打ち方(石の置きか

をいくつかやって示した後、対局していた。ただし、わ

かりやすいように、対局に使う碁盤は、正式の 19 x 1 

9の升自のものでなく、紙に印刷された9X9の升自の

ものとした。

対局の仕方は、本校生徒(高校生)1名と小学生2名の

場合では、レベルに応じて以下の2通りで、行った。

① 1人ずつ交互に教えながら対局する

②同時に2人対局する。

ある程度指導が行われた後、本校生徒からノト学生に、

陣地をキーワードに、勝ちと負けの基準や終わり方を説

明し、どう打つのがベストか、考え方や打ち方から手筋

について解説していた。

本校生徒(中学生)1人と小学生1人の場合では、年齢

が近いせいか、割に上手に教えていた。

最後の方では、さらに小学生同士を対局させて、材交

生徒が横からアドバイスを与えていた。

また、保護者の1人は結構図碁が出来る様子で、とき
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おり小学生にコメントしていた。

顧問は、 1対1で、実力ある小学生を直接指導していた。

どうやら、昨年も参加した生徒のようである。

対局の様子を見ていると、本校生徒は教えながら楽し

んでいるのがよく分かる。やはり、教えることで学ぶこ

とがたくさんあるのだろう。小学生は、やり方が分かり

始めると積極的になってきた。飲み込みが早いのには驚

かされた。そして、負けるとくやしいので、最後は高校

生に2人がかりで挑戦していたテーブルもあった。

最後に、小学生から本校生徒へ、「ありがとうござい

ました!日とお礼の挨拶があったO 終了後に、参加した小

学生や保護者に、今回の感想を求めた。

顧問教員のコメントをもとに考察してみる。

駒場棋践では、新入生指導や本校の文化祭での初心者

指導などで、多くの生徒が碁を教える方法や囲碁を通し

たコミュニケーションの仕方について、既に経験を経て

きている。囲碁を学ぶ際の難しさや集中力を維持する菌

難さを知っているので祁手の気持ちをそらすことなく

小学生相手の初心者指導を行うことができる。ただゲー

ム自体が難しいため、実際には具体的な場面における的

確な指導方法が要求される。小学生に教えることで、そ

うした場面を多く経験することになり、場面場面におけ

る読みの深さヰ唱、察としづ形で、ゲームの面白さが記憶

として理解されていくと思われる。

それと同時に、部員同士で、の教え方についての情報交

換や下級生への引き継ぎを通して、教え合い・学び合い

ができるのではなし1かと考えられる。

(2)中・高演劇部

本校の中・高演劇部は、後述する「筑駒アカデメイアj

の演劇ワークショッブにも参加しているが、ここで、は小

学生にゲームを通して、「安全jすなわちfどうやったら自

分の身を守れるかjについての具体的な方法を学ばせた

活動記録を紹介したい。実際には、本校演劇部顧問や外

部講師による指示を得ながら、演劇部生徒はゲームの進

行を手伝ったり、ときにはゲ、ームに加わって、小学生と

コミュニケーションを図った。

fこまぱあんぜんファンフェアj

実施日:2010年7月22日 13:02------15:08 

場所:本校50周年会館

参加者:駒場小学校の小学生 20名と保護者、小学校

の引率教諮ら

本校からは、本校中学演劇部5名と顧問教員、外部議

前i3名。

開始とともに声をかけて、小学生をみんな座らせた後、

本校演劇部生徒が起立し、自己紹介(中2・中 1)を行った。

続いて、外部講師3名の自己紹介があり、最後に演劇部

顧問教員より挨拶くがあった。「これから安全に気をつけて

もらいたいためのゲームを行うjことを小学生に伝えた。

駒場小学校の生徒は、保護者の手で、腕に3色(赤・青・

黄)のガムテープ。を貼っていた。

一通り挨拶が終わって、全員が起立し、ゲームが開始

された。まずみんなで集まるゲームをした。

最初の質問:みんなの誕生日は?一人一人の誕生日を

開き、 「間じ誕生日の月の人で集まってグ、ノレーフoを作

るjことになった。 1月------12月のグルーフ。がで、き、集ま

ったら座らせた。

次の質問:自分の名前は?一人一人自分の名前を言い、

「名前がi司じ文字数の人でグループを作るJ集まり方をし

た。

最後に、 fJi釦こ貼ったガムテーフ。の色(3色:赤・青・黄)

から、 3人違った色の人で集まるj集まり方をした。同じ

ように、fl司じ色で4人集まるj、rl司じ色の全j員で集まるj

集まり方も示した。

これ以i巻、色ごとに別々の場所で別々のゲームをお分

ずつ行うことになった。 1つ終わったら、男IJの場所へ移

動してゲームを行うようにした。(ゲームは全部で4つ)

それぞれのゲームは安全についての「こつjが入ったゲー

ムで、 1つ1つのゲームは、本校演劇部の生徒が教えて

楽しませるようにした。

(1)場所:会議室1------小学生は大きな輸になって座り、

ゲームの内容を潤いた。

①爆弾ゲーム:自の合った人にボールを転がして渡す。

(ボールは二つ使った。)

②ティッシュ落としゲーム:鬼は輸の外側を歩いて回
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って、誰かの後ろにティッシュを落とす。後ろのティッ った小学生に、「楽しかった人?Jとしづ質問に対し、み

シュを見付けたら鬼になって、歩いて前の鬼を追し1かけ、 んな手を上げた。

追いつけなかったらまた誰かの後ろにティッシュを量く。

(2)場所:会議室 2~小学生は、一列に並べられた椅

子に座り、 3つのグループに分けられた。ジェスチャー

ゲーム(身振りや手振りで何をしているかを当てるゲー

ム)をした。

3つの班はそれぞ利支部があり、ジェスチャーをする

班、椅子に座ってジェスチャーを当てる班、ジェスチャ

ーをしている斑と椅子に座っている班の間で、邪魔をし

て分からないようにさせる斑である。各グループとも)1頃

に役割を交代してゲームをした。

(3)場所:ロビー~まずみんな床に座り 2種類のゲーム

の説明を受けた。

①2人で、協力して、新関紙を丸めて作った長い棒の両

端を、人差し指の指先で、支えてj末からゆっくり持ち上げ、

屈したり跨いだり、いろいろな宣言jきをしてから、再び床

にゆっくり置く。

②決められた鬼(本校生徒または講8市)が、みんなには

分からない誰か2人を捕まえようとするので、その誰か

をガードするために、行く手をふさいだり歩き回ったり

して、鬼の邪魔をする。(ただ、し走ってはいけなし¥)

(4)場所:和室~小学生は皆うつ伏せに寝i転がり、静か

にして、自をつぶらされた。

①30秒間に関こえた音の数を数え、自分が数えた音の

数を答えた。次に、一番高い音、一番遠い音、一番気に

なった音について質問があり、それに答えた。

②小学生に鉛筆と紙を配った。自を閉じて、 1分間に

関こえたいろいろな音の中で、覚えている音を渡された

紙に書いた。(例)セミの声、自転車のベルの音など

最後に全体会を行うために会議室に集合した。床に座

交通安全の観点から、それぞれのゲームの意味につい

て答え合わせをした。本校生徒が答えを書いた紙を持っ

ていて、小学生が質問に答えられたら、丸めた紙を開い

て答えを見せた。

①爆弾ゲーム(ボールころがし)・ティッシュ落とし・・・

「よく見るjためのゲーム~前をよく見る・後ろや横

を見る

②畳の部屋での音のゲーム・・・「よく開く jためのゲー

ム~自動車のクラクションや自転車のベノレなど

~ここまでは「安全Jについて~

③棒を使ったゲーム・捕まえる鬼のゲーム・・・「逃げ

る・つかまらなしリためのゲーム

*丸めた締長い新開紙の長さは、捕まえることが出来な

し哩関住であることを学ばせた。

④ ジェスチャーゲーム・・・「伝えるJためのゲーム

*周りの人に危険(起こったことや危なかったこと)を伝

える。もし声や身振りで伝えられなかったら、「防犯ブザ

ーjを鳴らすことを学ばせた。

サマースクールに参加・協力してくれた演劇部生徒は、

小学生の面倒をみよう、教えようと熱心に取り組んでく

れた。しかし、実際には、日頃接することのない自分よ
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り年少の男の子や女の子の気持ちゃ反応を想像しなが

ら共同作業(ここではゲームにあたる)をする機会が少

ないので、生徒は他人を理解する上で、のコミュニケーシ

ョンカを高められ、多くのことを学んだのではなし1かと

思われる。

(3) 中・高化学部

主に高校化学部の生徒が実験主体の授業の講師を務

める形態で「サマースクーノレjが関かれている。実施にあ

たり、講師となる生徒全員が全ての実験を行った後で、

それぞれの生徒が上手に説明できそうな実験を分担(担

※試験管の口周辺にたまった液体がこぼれないよう

にビーカーで受けながらやる。

当)することに決めた。同時に、実験テキストを作成し、 結果:加熱を始めると( し¥)色の気体が発生した。

数回の予備実験やガラス細工などを行って当日に備えた。

実験の内容は、後述する「筑駒アカデメイアJでも実施

している「ものを分けてみようJというテーマのもとに、

身の回りの物質の成分を分離する方法を4つの実験から

学ぶことが多川様々な方法によって混岱防を分離で、きる

ことを休験し、それらの方法が日々の生活のどのような

→ガラス管の口に火をかざしたらどうなったか?

反応が終わるころには試験管の口に( し、)色の液

体がたまったO

反応が終わったあと誤認会管の中には( しす色の自体

が残った。

つまり、わりばしは加熱されて種類の成分に分

場面で、役立っているかを考えてもらうきっかけになれば かれたといえる。

と思って計画したようである。

4つの実験は、 fわりぱしの乾留j、「半透膜J、「物の

吸着~クロマトグラフィー'""-'J、「再結品・過飽和jからな

り、そのうちの1つの『実験テキスト』を示す一。

『 実験1[わりぱしの乾留】

準備:大口試験管、わりばし、細工ガラス管付ゴム栓、

ガスバーナー、ピンセット、スタンド、ガスマッチ

実験:①わりばしを4cmくらいの長さに切る。

CZXDで、作ったわりばしを大口試験管にしれて細工ガ
ラス管付ゴム栓で栓をする。

③大口試験管をスタンドにセットする。

※このとき、試験管をわりばしがすぺらない程度斜め

にセットして、試験管の口が固定位霞より低くなる

ようにする。

④わりばしがあるあたりをガスバーナーで加熱、変化

を観察する。

※火加減は各班についているおにいさんたちがやっ

てくれます。

※気体が発生してきたらガラス管の口にガスマッチ

の火をかざす。

⑤気体の発生がなくなったら火からはずす。

⑥ゴム線をはずし、試験管内にできた国体もピンセッ

トで取り出し観察する。

原理:今回行った実験は乾留と呼ばれる操作です。わり

ばしは木からできていますが、木といっても数々の物

質からできています。乾留するとそういった物質を分

解したりして複数の成分に分けることができます。

ちなみに発生した気体は「木ガスム液体は「木酢液j

と「ターノ旬、国体は f炭(炭素)Jと呼ばれている成

分です。

僕たちがバーベキューなどで使う「炭Jもこの乾留

によって作られています。さりげないところで僕たち

の生活に役立っているんですね。

今日はこのような実験をいくつかやって、物の分

けかたを勉強しましょう。そしてそれが僕たちの生活

のどんなところで、役立っているかも考えてみましょ

う。』
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生徒は準備段階から全員が全ての実験を行い、その内

容の検討や実験中の安全対策などの検討を行っていた。

以前にも講師を担当した経験のある生徒は、準備段階に

おいて、小学生にも分かりやすく、論理的な矛盾が生じ

ないように富白書、でき、コミュニケーション能力の面でか

なりの成長が見られた。それは、前回の経験、たとえば「小

学生に対してどこまで話したらいいのか、あらかじめ具

体的な答えを用意するべきだ、ったが、その場で考えて対

応してしまった。jというような反省があったからで、ある。

「サマースクーノレjで、小学生に教えることの難しさを

経験した生徒は、オ寸交の文化祭や「筑駒アカデメイアjな

どでその経験を活かしていることから、同じ休験を繰り

返すことがコミュニケーション能力の向上につながるこ

とが分かる。また、クラブの中での役割を上手に分担し、

下級生への引き継ぎを円滑に行うことが、「教え合い・学

び合し¥Jによる生徒自身の自己成長につながるのではな

いかと考えている。

(4)中・高生物部
中学生が「教えるj活動をする機会を得られるように、

中・高生物部の生徒による小学生対象の実験講座が2008

年と 2009年の「サマースクーノレjにおいて実施された

cr筑駒アカデメイアJでも実施している。)。小学生に興
味・関心を持ってもらえるテーマで、かつて本校の文化

祭で生物部が演じ実験したことがあるもの、夏の暑い持

期ではあるが実験材料の調達が難しくないもの、という

観点で、「ブタの限の解剖jが選ばれた。

事前準備として教員から生徒に向けて、小学生を指導

する上でのポイントを示された。すなわち、何を伝えた

いのか、用語を絞り込んで難しい言葉を減らす、小学生

にできる作業とできない作業を区別して手助けをする、

実験での安全面を自白書:し解剖ばさみなどの器具で、小学生

がケガをしないように、の4点である。

一方、事前準備として生徒たちが用意したものは、眼

球の内部構造を示す説明用の模湖氏、配布プリント、お

みやげ(葉脈標本のしおり)である。予備実験で娘球の解

剖手!偵を確認し、中 1部員を相手に模擬指導(シミュレー

ション)を千子って当日に自首えた。

当日は、生物部の代表生徒による簡単な導入と実験の

オリエンテーションの後、実験作業に進んだ。動絞筋を

取り除かせてから、ブタの眼球の切開を小学生と一緒に

行ったO さらに水品体を取り外して、詳しく観察させる

ことができた。最後に高校生が模造紙にまとめた図を用

いて、眼球の構造の解説を行い、実験講座の終了となっ

た。

指導に当たったヰ寸交生徒の中で、小学生とのコミュニ

ケーションの取り方に差が見られたこともあったが、小

学生への説明に使う用語の整理相窒択、および代替表現

(言い換え)の工夫に気づき 科学のコンテンツ(内容)を

的確に分かりやすく伝えることの大切さを理解できてき

た。また、上級生からの引き継ぎで、小学生に指導する

ときのポイントをまとめたプリントが用意されるなど、

ここでも「教え合い・学び合しリがうまく機能しているよ

うに感じている。

3.筑駒アカデメイア公開講座

本校の掲げた中期目標の1つに、「地域社会との連携

と協力のもと、関かれた中等教育と地域への貢献を目指

すJがある。「筑駒アカデメイアJは緑豊かな駒場を舞台に

筑波大学・ヰ寸交教職員と生徒・筑駒人材ノくンク(材交卒業

生の人材)により開設された社会貢献事業であり、公開講

座の中に料交のクラブ生徒が指導者として、あるいは担

当する料交教員の助手や参加者への介助などの千嬉IJを果

たすものがある。この事業は、2007年度から始まり、2010

年度は東日本大震災により中断されたが、 2011年度から

再開されている。ここでは、 2011年度(2012年 3月 24

日(土))に開かれた 11の公開講座のうち、以下の2つの

講座を紹介する。

- 106 -



(1 )筑駒Jugglers

fさあ、ジャグラーへの一歩をふみだそうj

筑駒Jugglersは本校の問好会の 1つで、日ごろは放

課後練習しながら、ボランティアで近隣の商j吉街のイベ

ントなどで公演をしたり、文化祭の特別参加国体として

公演をし、ほぼ毎年大衆賞を受賞するとしづ人気の高い

団体である。アカデメイア公開講座の 1つとして、生徒

が主体となって実施する講座ということで公開している。

当Eのプログラムは以下の通りである。

1)筑駒Jugglersの公演 (30分)

ジャグリングの技にはどのようなものがあるのか、

Jugglersのメンノくーが模範演技をしてみせる。

2)技の指導・練習 (60分)

受講者に、やってみたい道具(ボール、ディアボ、口、

シガーボ、ックス)を選ばせ、メンバーが具体的に指導し

練習させる。

3)受講者の発表会 (20分)

練習した成果を皆に披露する。

初心者にコツを呑み込ませるには ただ説明だけでは

うまくし1かない。しかしまた櫛主演技を見せるだけでも

うまく伝わらない。 Jugglersのメンバーにとっても、自

分が学ぶのとはまた違った難しさがあり、逆にそれだか

らこそ、教える側にも勉強になる面がある。たとえば、

小学生に教えながら自分でも演技のポイントを再磁言忍で

きること、ーから何かを教えることの難しさを実感した

ことなどが実施した生徒の感想にある。

受講者を指導するJugglersの面々

また、単にジャグリングを教えて一緒にやるだ、けで、小

学生が笑顔になることからジャグリングの楽しさを実感

した生徒、何度落としても夢中に練習しつづける小学生

の姿を見ることで、自分も初心を忘れずにジャグリング

に励もうと決心した生徒、また、小学生が最初の方でこ

個のボールもまともに投げられないのを見ていて、一年

前は僕もこうだ、ったなあ、腕を交互に動かせないんだよ

なあ、と思い出して自分の技術の上達や成長を確認した

生徒など、他人に教えることは、自らも学ぶことを確認

できたようである。

(2)中・高サッカー部

fブラインドサッカーをやってみようj

~人と人をつなぐブラインドサッカー~

パラリンヒ。ックロンドン大会ではブラインドサッカ一

日本代表チームがテレビでも取り上げられ、ブラインド

サッカーの認知度や人気は上がり、注目されるスポーツ

となってきている。年齢や障害に関わらずどのような立

場の人とも共に生きる共生社会をめざし、さまざまな人

が楽しくふれあえることは素晴らしいことである。

本校の中・高サッカ一部は、ふだんの練習に加えて総

合学習の時街にも、これまでブラインドサッカー協会や

鮒属特別支援学校との交流を深める活動をしてきた。

「筑駒アカデメイアjの第 1lilll~ から引き続き、ブライ

ンドサッカー協会lこ指導を依頼して本講座が開講されて

いる。今回はさらに、ブラインドサッカー協会が運営す

るスポ育プロジェクトの協力を頂いて実施した。

講座の指導は、ブラインドサッカー協会から、識的l

名、選手1名、スタップ 2名が行い、講座受講者ととも

に 本校中学サッカ一部生徒もフ寸ラインドサッカーを体

験した。

実施した内容はシンブ。ルで、アイマスクをつけ呂露、し

した状態で歩行したり、目隠しした状態シュート練習を

千子うことである。

白隠し状態で恐る恐るボールを把握する中学生

ブラインドサッカーを体験した生徒の感想からは、初

めて体験するスポーツだ、ったので「驚きjが多く、新鮮

な体験ができたようだ、った。たとえば、今までとは違う

サッカーの楽しみを感じることができたり、コミュニケ

ーション能力や空間認知能力が上がったように感じ取る

ことができたようである。
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顧問教員は、料交生徒を含めた参加者には障害者理解

や他者とのコミュニケーション・心遣いをブラインドサ

ッカーからで、学んでほしいこと、またブラインドサッカ

ー自体の面白さも感じてほしいことを望んでいる。視覚

を抜きにしての全身の感覚を活用した真剣勝負は他には

ないので、ブラインドサッカーが広まっていくことでそ

の価値が広がり、多くの人がそこから学び取っていって

ほしいと願っている。

4.まとめ

「サマースクーノレjの講座を実施した後に、受講した小学

生の百軒高や感想を取ったところ、大変好評で、あったO 教

える側の中学生・高校生にとっても、理科であれば安全

に自由意した実験の準備、効果的な操作法や観察の仕方、

理論の説明方法などを討託子錯誤で工夫する過程を経て、

自分が指導する内容の本質-的な理解が深まった。また、

初対面の小学生に指導を試みることで、コミュニケーシ

ョン能力を鍛えることが出来た。

さらに、クラブの中での役割を上手に分担し、下級生

への引き継ぎを円滑に行うことが、「教え合い・学び合しリ

による生徒自身の自己成長につながるので、はなし1かと考

えている。

一方、生徒が指導者となるこのような経験は、一過性

に終わっては本当の意味で、のコミュニケーション能力の

育成や「教えあい-学びあし¥Jによる自己成長にはつなが

らないので、今後も継続して機会を設け、実施すること

が重要であると考えている。

(文責:高橋宏和)
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目黒区立駒場小学校サマースクール(本校関係分)

実施日 実施内容 関係クラブ

2007年度 8/20 (月) 身近な色について調べてみよう 化学部

8/21 (火) レゴ、を使って絵を描こう レゴ同好会

2008年度 8/27 (水) 殺の中をのぞいてみよう~ブタの娘の解剖 生物部

8/28 (木) レゴで数学 レゴ同好会

8/29 (金) 電池の仕組みを調べてみよう 化学部

2009年度 7/23 (木) レッツ盟碁 駒場棋i涜
7/28 (火) 般の中をのぞいてみよう~ブタの眼の解剖 生物部

7/30 (木) ものを分けてみよう 化学部

2010年度 7/21 (水) レッツ囲碁 駒場棋院

7/22 (木) こまばあんぜん ファンフェア 演劇部

7/26 (月) 身近な色を調べてみよう 化学部

2011年度 7/21 (木) レッツプレイ囲碁 駒場棋続

7/27 (水) ものを分けてみよう 化学部

7/29 (金) サッカーで楽しくコミュニケーションしよう サッカ一部

2012年度 7/23 (月) 身近な色を調べてみよう 化学部

7/24 (火) レッツプレーイゴ 駒場棋続

駒場アカデメイア公開講座(本校生徒参加分)

2007年度 2008年3月29日(土) 関係クラブ

1 演劇ワークショップでコミュニケーション 演劇部

2 環境地図をつくろう 中学2年生

3 レゴで数学 レゴ同好会

4 身近な色を調べてみよう 化学部

5 囲碁を楽しむ 駒場棋院

2008年度 2009年3月28日(土) 関係クラブ

1 エンゲキワークショップでコミュニケーション 演劇部

2 レゴで数学 レゴ伺好会

3 LET'S PLAY “BLIND-SOCCER" サッカ一部

4 電池の仕組みを調べてみよう 化学部

5 将棋を楽しもう 将棋部

2009年度 2010年3月27自(土) 関イ系クラブ

1 えんげきまんがやってくる 演劇部

2 ものを分けてみよう 化学部

3 サッカーの世界を広げよう 人と人をつなぐブラインドサッカー サッカ一部

4 さあ、ジャグラーへの一歩をふみだそう 筑駒 Jagglers

5 将棋を楽しむ 将棋部

2010年度 2011年3月26日(土)

東日本大震災により中止

2011年度 2012年3月24日(土)
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